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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、タンパク質キナーゼ阻害因子ファミリーのメンバーをコードしています。マウスにおける類似タンパク質の研究では、このタンパク質が強力な競合的cAMP依存性タンパク質キナーゼ阻害因子として作用し、様々な組織において主要な阻害因子であることが示唆されています。コードされているタンパク質は骨形成に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2013年7月],機能：cAMP依存性タンパク質キナーゼ活性に対する極めて強力な競合的阻害因子であるこのタンパク質は、cAMP誘導による調節鎖の解離後、酵素の触媒サブユニットと相互作用します。,類似性：PKIファミリーに属します。,組織特異性：普遍的です。,
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	パラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

